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　1901（明治 34）年 10月、藤野は仙台医専に講師として招聘された。ときに 27歳。3年後に同
校の教授に昇進し、9月から最初の解剖学の講義を開講した（この時周樹人と初めて出会う）。明
治 45年、東北帝国大学医学専門学校の教授となる。ここまではとくに問題はないが、その 3年後









































































































































































































































































































































41） 最近の藤野厳九郎記念館の訪問者数は、次のとおり。  
2011年：882名（うち中国人：83名）、2012年：1702名（中国人：257名）、2013年：1517名（中国人：189名）
（藤野厳九郎記念館の提供による）
≪付　記≫　 本稿では、スペースの関係と筆者の非力のため、帰国後の魯迅の活動については、ほとんど触れること
ができなかった。その点をお断りしておきたい。
